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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　 (1) 　本標準は、１９９１年９月にジュネーブで開催されたＣＣＩＴＴ－ＳＧＸⅠの第９会期中間会合

における勧告草案Ｑ．９５５の審議結果に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

2.1　オプション選択項目

　 (1) 　ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　閉域接続付加サービス（ＣＵＧ）

　下記の項目については、ＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９５５．１において複数の選択肢があるが、以下の

理由によりＴＴＣとしては、その一方のみを標準化する。

 (a)　分割発呼手順（5.2 節）

　発呼手順は一括発呼手順を標準とし、分割発呼手順を非標準とする。

　分割発呼手順を標準化しない理由は、ＪＴ－Ｑ９３１において、発呼時の着番号情報要素、キー

パッドファシリティ情報要素の分割転送手順（分割発呼手順）を非標準としていること、並びに

一括発呼手順があれば分割発呼手順の機能を全て包含する、ことによるものである。

 (b)　優先ＣＵＧオプションと出アクセス（ＯＡ）オプションを暗黙的に要求する場合の網の動作

　ＣＣＩＴＴ勧告において、本項目は国内オプションとして以下の３つから選択することになっ

ている。

動作ⅰ）優先ＣＵＧと解釈し、動作する

動作ⅱ）契約上両オプションの組み合わせを禁止する

動作ⅲ）優先ＣＵＧ＋出アクセスと解釈し、動作する

　上記の内動作ⅲ）を標準とする。動作ⅲ）を標準とする理由は、閉域接続（ＣＵＧ）サービス

記述ではユーザの加入契約クラスにより動作ⅱ）は可能であり、また動作ⅲ）があれば動作ⅰ）

の機能を包含する、ことによるものである。

2.2　オプション項目

　 (1) 　ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　閉域接続付加サービス（ＣＵＧ）

　ＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９５５．１において複数の選択肢がある項目に対して、ＴＴＣ標準としても

オプション項目とするものについて表１－１に示す。

2.3　その他

　ＣＣＩＴＴとの章立て構成比較表

ＣＣＩＴＴ勧告 本　標　準

Ｑ．９５５．１ 〔Ⅰ〕



ＪＴ－Ｑ９５５ - ii -  

３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 平成 ３年  ４月２６日 制  定 

第２版 

 

平成 ４年１１月２６日 CCITT SGXI の 1991 年９月会合の結果を

反映したもの 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．注意事項 
 (1) 端末と網とが本標準に準拠して接続される場合においては、2.2 節のオプション項目に関して、各々

が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 

 (2) 前記２．１節で非標準とした項目に関しても、ＣＣＩＴＴ勧告との関連等の内容の明確化のため、

これが非標準ということを注記した上で、本文にはそのまま記述している。 

 (3) ＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．１３０において定義されているＩＳＤＮサービス方法論に従い、各付加サービ

スの定義に関しては標準ＪＴ－２５０シリーズ（ステージ１）に記述され、各付加サービスの網と端

末の機能分担等に関しては勧告Ｑ．８０シリーズ（ステージ２）に記述されている。 

 (4) 本文中に記述されている他の付加サービスとの相互作用に関して、現時点では標準となっていない

付加サービスに対しても記述しているが、その記述はその付加サービスが標準となる時点で記述追

加・変更される可能性があるため注意が必要である。 

 

６．その他 
 (1) 参照する主な勧告、標準等 

(ⅰ) ＴＴＣ標準 

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３２、ＪＴ－Ｉ２５５〔Ⅰ〕 

(ⅱ) ＣＣＩＴＴ勧告 

Ｑ．９５２．６、Ｑ．９５４．２ 

 

表１－１ 〔Ⅰ〕閉域接続付加サービスオプション項目一覧（ＣＵＧ） 

 

項 

 

番 

項    目 

 

（本文該当箇所） 

 

選  択  肢 

 

選択 

肢の 

関係 

 提供／ 

選択する 

サイド 

 

選択条件及び備考 

 

１ 

 

加入契約オプションの提供 

                    (3.1) 

①提供しない 

②提供する 

Ａ 

 

網 

 

 

２ 

 

放送形データリンクを介し

て送信されたＣＵＧイン

ボークに対するリターンエ

ラーコンポーネントの維持 

                 (5.2.2.3) 

①維持しない 

②維持する 

Ｅ 

Ｏ 

網 

 

 

※選択肢の関係    Ｅ：必須    Ｏ：オプション    Ａ：１つ又は複数を選択 
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〔Ⅰ〕閉域接続付加サービス（ＣＵＧ）

１．定　義

　閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスによって、ユーザは発着信が制限されたグループを形成することがで

きる。特定ユーザは、１つ以上のＣＵＧのメンバとなりうる。同一ＣＵＧのメンバは互いに通信できるが、

一般的にはそのＣＵＧ外のユーザとは通信できない。特定のＣＵＧメンバは、そのグループ外への発信、

かつ／またはそのグループ外からの着信を許容する付加的な能力を持つことができる。特定のＣＵＧメン

バは、そのＣＵＧの他のメンバへの発信、またはそのＣＵＧの他のメンバからの着信を付加的に制限する

ことができる。

　ＴＴＣ注－　「閉域接続（ＣＵＧ）付加サービス」の記述はサービス名を示し、「ＣＵＧ」の記述は本

サービスにより形成されるグループを意味する。

２．解　説

2.1　概　要

　本質的には正常呼設定手順が適用されるが、付加的な閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスを提供する場合、

網は発信ユーザからの発呼要求を解析すると共に、発信ユーザと着信ユーザ（ＩＳＤＮ番号によって識別

される）の双方に対応したＣＵＧ属性も解析する。この解析の結果として、呼はＣＵＧの理由により呼損

となるか許容されて継続となる。

　注－ユーザがダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）付加サービスに加入している場合、属性は網の認識す

ることのできるＩＳＤＮ番号の一部に、またはアクセスに有効なデフォルト番号に対応する。

　網提供者は、一人のユーザがメンバになることができるＣＵＧの最大数を定義し得る。

　閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスの根本的な目的は不特定ユーザとの接続を防ぐことであり、ＣＵＧの

完全性を確保するために、他の付加サービスとの相互作用をきびしく制限することが必要である。

2.2　特殊用語

　ＣＵＧマネージャ 　ＣＵＧマネージャは、ＣＵＧの全てのメンバの利益の代表者である。メンバ

シップそしてメンバのオプションの設計や制御によってＣＵＧマネージャは、

全体としてメンバの要求する総合的な閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスを提供

する。

　ＣＵＧマネージャはＣＵＧのメンバである必要はなく、その概念は信号手順

を含まない。

　ＣＵＧインデックス 　ＣＵＧインデックスは、呼を発信する場合に特定のＣＵＧを選択するために

発信ユーザによって使用されるパラメータである。インデックスは、着信呼が

ＣＵＧから生成されたことを着ユーザへ通知する場合にも使用される。

　このインデックスは、ローカルにのみ意味を持つ。即ち、発信ユーザが使用

するインデックスと、同じＣＵＧを識別するのに着信ユーザが使用するイン

デックスは一般的に異なる。
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　ＣＵＧｲﾝﾀﾛｯｸｺｰﾄﾞ 　これは、網内のＣＵＧメンバシップを識別する手段である。発側で有効なＣ

ＵＧと認識されれば、そのＣＵＧを識別するＣＵＧインデックスは、そのＣＵ

ＧのＣＵＧインタロックコードへマッピングされる。着側でも有効なＣＵＧと

認識されれば、そのＣＵＧを識別するＣＵＧインタロックコードはそのＣＵＧ

のＣＵＧインデックスへマッピングされる。

　ＣＵＧインタロックコードはアクセスの概念ではないが、信号手順とフロー

の記述において明瞭化のため、用いられる。

　優先ＣＵＧ 　優先ＣＵＧに加入しているＣＵＧユーザは、発呼要求にＣＵＧインデックス

が指定されない場合に、網によって要求ＣＵＧを識別するために使用されるＣ

ＵＧインデックスを指名する。

　優先ＣＵＧは、ＩＳＤＮ番号（または、サービス毎のＩＳＤＮ番号－3.1 節参

照－）に対して適用されるのであって特定ＣＵＧに対して適用されるのではな

い。

　ＣＵＧ内サービス 　ＣＵＧ内サービスのユーザは、自分自身がメンバとして所属するＣＵＧのメ

ンバへの発信及びそのメンバからの着信に制限される。

　ＣＵＧ内発呼禁止 　この制限は、ＣＵＧ内発呼禁止オプションとなっているＣＵＧのメンバは、

そのＣＵＧのメンバにＣＵＧ呼を発信できないという意味である。

　出アクセス 　出アクセスにより、ＣＵＧユーザはＣＵＧ内サービスに加えて（ＣＵＧ内で

発呼禁止であるないにかかわらず）、全ての他の非ＣＵＧユーザ及び、入アク

セスを許容している他のＣＵＧユーザに発呼することができる。

　出アクセスの契約は、ＩＳＤＮ番号（または、サービス毎のＩＳＤＮ番号－

3.1 節参照－）に対して適用されるのであって、特定ＣＵＧに対して適用される

のではない。

　ＣＵＧ内着呼禁止 　この制限は、ＣＵＧ内着呼禁止オプションとなっているＣＵＧメンバはその

ＣＵＧのメンバからのＣＵＧ呼を受け付けることができないという意味であ

る。

　入アクセス 　入アクセスにより、ＣＵＧユーザはＣＵＧ内サービスに加えて（ＣＵＧ内で

着呼禁止であるないにかかわらず）、全ての他の非ＣＵＧユーザ及び、出アク

セスを許容している他のＣＵＧユーザからの着信を受入れることができる。

　入アクセスはＩＳＤＮ番号（または、サービス毎のＩＳＤＮ番号－3.1 節参照

－）に対して適用されるのであって、特定ＣＵＧに対して適用されるのではな

い。

2.3　テレコミュニケーションサービスへの適用上の制限

　一般的に閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスは基本サービスと区別して定義される、即ちそれはＩＳＤＮ

番号に対して適用される。しかし、本付加サービスは１つの基本サービスまたは一連の基本サービスに関

連して定義されることもある。

2.4　状態定義

　閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスには特別に定義された状態を必要としない。



- 3 - ＪＴ－Ｑ９５５

３．動作上の要求条件

3.1　サービス提供／取消し

　新メンバへの閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスの提供と個々の様々なＣＵＧオプション（優先ＣＵＧを

除く）の割当には、ＣＵＧマネージャの同意のもとに、新メンバと網提供者との間の事前契約が必要であ

る。

　そのＣＵＧに対応するＣＵＧインデックス値の割当と優先ＣＵＧ割当は、新メンバと網提供者のみの間

での、事前契約が必要である。

　閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスは、加入契約後に利用可能となる。網提供者のオプションとして、閉

域接続（ＣＵＧ）付加サービスは加入契約オプションとともに提供される。そのオプションは、２つのグ

ループに分けられる。

(a) 　以下のオプションはＩＳＤＮ番号単位に割り当てられる。

　オプション値は、ＣＵＧのサービスを契約してあるＩＳＤＮ番号で有効な各々の基本サービスに、

または基本サービス群に、割り当てることができる。

オプション 値

(l)　優先ＣＵＧ ・デフォルトのＣＵＧインデックス

・指定無し

(2)　出アクセス ・固定許容

・呼毎許容

・非許容

注－　呼毎許容の出アクセスオプションは明示的発信アクセス、固定許容の出アクセスオプショ

ンは暗黙的発信アクセスとして認識されることがある。

(3)　入アクセス ・許容

・非許容

　閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスを持つあるユーザに対して、基本サービス、または基本サービス群が

どのＣＵＧにも含まれない場合、

－優先ＣＵＧは指定無しのオプション値をとらなければいけない。

－出アクセスは、基本サービスまたは基本サービス群を使用する発呼が要求される場合通常固定許容のオ

プション値をとる。

－入アクセスは、基本サービスまたは基本サービス群を使用する発呼が要求される場合通常許容のオプ

ション値をとる。

(b) 　次のオプションはＣＵＧ毎に割り当てられる。ＣＵＧが１つ以上の基本サービス、または基本

サービス群を含むならば、このオプションの値は各々の基本サービス、基本サービス群に個々に割

り当てられる。

オプション 値

(l) 　ＣＵＧ内禁止 ・無し

・ＣＵＧ内着呼禁止

・ＣＵＧ内発呼禁止

　ＩＳＤＮ番号に利用できる特定の基本サービス、または基本サービス群に対して優先ＣＵＧが指

定されている場合、その優先ＣＵＧはその基本サービスあるいは基本サービス群に対してＣＵＧ内

発呼禁止オプションを割り当てることはできない。

ＣＵＧメンバへ割り当てられるオプションは網に保持される。
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注－　これらＣＵＧオプションを集中管理とするか、あるいは分散管理とするかは本標準の対象外で

あり、閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスのステージ２勧告（ＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．８５．１）で定

義される。

3.2　発側の網に対する要求条件

　他の付加サービスとの確実な相互作用のために、発側の網は、呼の生起している間は着側の網に送信さ

れた情報内にある非ＣＵＧ、出アクセスなしＣＵＧあるいは出アクセスありＣＵＧ呼のいずれを要求した

かという詳細情報を保持しておくことが必要である。着側の網に要求される閉域識別（もしあれば）も保

持されなければならない。

3.3　網内での要求条件

　本節は、ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。

3.4　着側の網に対する要求条件

　他の付加サービスとの確実な相互作用のためには、着側の網は呼の生起している間非ＣＵＧ、出アクセ

スなしＣＵＧ、出アクセスありＣＵＧ呼のいずれかをユーザに受け渡したかという詳細情報を保持するこ

とが必要である。要求された閉域識別（もしあれば）も保持されなければならない。

４．コーディング上の要求条件

4.1　メッセージ

閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスのインボケーションと制御に使用されるメッセージを以下に示す。

(1) 「切断」（DISCONNECT）（注１）

(2) 「解放」（RELEASE）（注１）

(3) 「解放完了」（RELEASE COMPLETE）（注１）

(4) 「呼設定」（SETUP）（注２）

　注１－　発信ユーザが明白に閉域接続（ＣＵＧ）サービスを要求し、網が閉域接続（ＣＵＧ）サービス

受付の応答を発信ユーザに返す前にその呼を継続させることができない場合、ファシリティ情報

要素は網からユーザの方向の最初の呼切断復旧メッセージに含まれうる。

着信ユーザが網へ閉域接続（ＣＵＧ）サービス受付の応答を返す前にその呼を継続させることが

できない場合、ファシリティ情報要素はユーザから網の方向の最初の呼切断復旧メッセージに含

まれうる。

　注２－　発信ユーザが明白に閉域接続（ＣＵＧ）サービスを要求する場合、ユーザから網の方向にファ

シリティ情報要素が含まれる。

ＣＵＧ呼が要求された場合、網からユーザ方向にファシリティ情報要素が含まれる。

4.2　オペレーション（抽象構文記法１（ＡＳＮ．１））

Closed-User-Group-service-Operations｛ccitt recommendation q 955 cug(1)｝

DEFINITIONS ::=

BEGIN

EXPORTS CUGCallOperationType;

IMPORTS OPERATION, ERROR　Remote-Operation-Notation｛joint-iso-ccitt
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remote-operations(4) notation(0)｝

userNotsubscribed, basicServiceNotProvided From General-Error-

List｛ccitt recommendation q 950 general-error-list｝;

　CUGCallOperationType　::= --ＣＵＧ呼オペレーション

--発信ユーザから発側の網へ

--及び着側の網から着信ユーザへ

--インボークされる。

OPERATION

ARGUMENT SEQUENCE ｛

outgoingAccessRequest [1] IMPLICIT BOOLEAN DEFAULT FALSE,

--出アクセス要求時、ＴＲＵＥが設定される。

--出アクセス未要求時、ＦＡＬＳＥが設定される。

cUGIndex [2] IMPLICIT CGU index OPTIONAL ｝

--「呼設定」（SETUP） メッセージ内の

--ＣＵＧインデックス

ERRORS｛

userNotSubscribed,

basicServiceNotProvided,

invalidOrUnregisteredCUGIndex,

requestedBasicServiceViolatesCUGConstraints,

outgoingCallsBarredWithinCUG，

incomingCallsBarredWithinCUG，

userNotMemberOfCUG,

inconsistencyInDesignatedFacilityAndSubscriberClass｝

--発信ユーザまたは網への最初の呼切断復旧メッセージに

--おけるエラー

cUGCallOperation　　CUGCallOperationType　::= 2

CUGIndex　::=　INTEGER （0..32767）

--網によってはＣＵＧインデックスの最大値を 0～9999

--に特定する場合がある。

invalidOrUnregisteredCUGIndex ERROR ::= 16

--存在しないＣＵＧインデックス

--（無効または未登録ＣＵＧインデックス）

requestedBasicServiceViolatesCUGConstraints ERROR ::= 17

--要求基本サービスはＣＵＧの

--制限を侵害

outgoingCallsBarredWithinCUG ERROR ::= 18

--ＣＵＧ内発呼禁止

incomingCallsBarredWithinCUG ERROR ::= 19

--ＣＵＧ内着呼禁止

userNotMemberOfCUG ERROR ::= 20

--ユーザはＣＵＧメンバでない

inconsistencyInDesignatedFacilityAndSubscriberClass ERROR ::= 21

--発信呼の情報と

--加入者クラスの不一致

END　　-- 閉域接続（ＣＵＧ）サービスオペレーションの終了
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５．信号上の要求条件

5.1　サービスの開始／停止／登録

　サービスの開始／停止／登録の信号手順は必要としない。

5.2　インボケーションと動作

＜本節の記述のうち「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）メッセージを適用する手順は非標準で

ある（ 参考の 2.1.1(l) (a)参照）。＞

閉域接続（ＣＵＧ）サービスは以下によって起動される。

　－閉域接続（ＣＵＧ）サービスに契約しているユーザからの発信呼。このユーザは明白に閉域接続（Ｃ

ＵＧ）サービスを要求できるが、明白な要求がない場合は自動的にデフォルトの手順が適用される。

－閉域接続（ＣＵＧ）サービスに契約しているユーザへの着信呼。

5.2.1　通常動作

5.2.1.1　発信側加入者線交換機での動作

5.2.1.1.1　閉域接続（ＣＵＧ）サービス契約ユーザからの発信呼

(a) 　明白な閉域接続（ＣＵＧ）サービス要求

　発信ユーザは、発呼するための「呼設定」（SETUP）メッセージの中にＣＵＧ呼のインボークコ

ンポーネントを入れたファシリティ情報要素を含めることによって、閉域接続（ＣＵＧ）サービス

を明白に要求することができる。

　出アクセスであることを示すためには、ユーザは出アクセス要求パラメータ値をＴＲＵＥに設定

する。

　網は、インボークコンポーネントの内容と発信ユーザのＣＵＧ属性に基づいて、発側の網に対し

て適当かどうか内部的なチェックを実行する。それらのチェック結果は、表５－１／ＪＴ－Ｑ９５

５〔Ⅰ〕（注釈含む）に定義される。

注－　網は「呼設定」（SETUP）メッセージに対して「呼設定確認」（SETUP ACKNOWLEDGE）

かまたは「呼設定受付」（CALL PROCEEDING） メッセージで応答するかも知れないし、あ

るいはその呼はチェックが完了する前に、閉域接続（ＣＵＧ）サービスと関連しない理由で切

断復旧されるかも知れない。

　発側の網に関連するチェックの結果がその呼を継続することを許可するならば、それから網は着

信ユーザのＣＵＧ属性（もしあれば）に基づいてさらに内部チェックを実行する。それらのチェッ

クの結果は表５－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕に定義される。

　着信ユーザへの着呼が成功した場合、基本呼制御に従って「呼出」（ALERTING）または「応

答」（CONNECT）メッセージが発信ユーザに返されるべきである。

(b) 　暗黙的な閉域接続（ＣＵＧ）サービス要求

　閉域接続（ＣＵＧ）サービスを契約している発信ユーザは、「呼設定」（SETUP）メッセージの

中にインボークコンポーネントを含めないでＣＵＧサービスを要求することができる（たとえば優

先ＣＵＧファシリティを利用するために）。この場合 5.2.1.1.1 節ａ）の手順が以下の例外と共に適

用される。

－網は発信ユーザのＣＵＧ属性に基づいて発側の網固有の内部チェックのみを実行する。
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5.2.1.1.2　閉域接続（ＣＵＧ）サービス非契約ユーザからの発信呼

　閉域接続（ＣＵＧ）サービス非契約ユーザは閉域接続（ＣＵＧ）サービス契約ユーザに呼を設定するこ

とが可能である。そのような発信ユーザは発呼する「呼設定」（SETUP）メッセージの中にＣＵＧ呼のイ

ンボークコンポーネントを含めないならば表５－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕が適用される。

　網は着信ユーザのＣＵＧ属性（もしあれば）に基づいてさらに内部のチェックを実行する。それらの

チェックの結果は表５－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕に定義される。

　着信ユーザへの着呼が成功した場合、発信ユーザにはリターンリザルトコンポーネントは返されない。

5.2.1.2　中継交換機での動作

　本節ではディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。

5.2.1.3　着信側加入者線交換機での動作

　表５－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕で定義された内部チェックの結果着信ユーザへＣＵＧ呼（出アクセス

要求のある場合またはない場合）を必要とする場合、着呼の「呼設定」（SETUP）メッセージはＣＵＧ呼

インボークコンポーネントを入れたファシリティ情報要素を含む。

　着信ユーザへの着呼が成功した場合、リターンリザルトコンポーネントの返送を網は期待しない。

5.2.2　例外手順

5.2.2.1　発信側加入者線交換機での動作

5.2.2.1.1　閉域接続（ＣＵＧ）サービス契約ユーザからの発信呼

(a) 　明示的な閉域接続（ＣＵＧ）サービス要求

　発側または着側の網のどちらかに関連するチェック結果として、閉域接続（ＣＵＧ）サービスに

関連した理由のため網がその呼を継続することができない場合、そのとき網は、その呼設定を呼損

とし、表５－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕と表５－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕（注釈含む）で定義さ

れた適切なリターンエラーコンポーネントを入れたファシリティ情報要素を発信ユーザに返送する

最初の切断復旧メッセージに含める。

　リターンエラーコンポーネントを伝えるための切断復旧メッセージ中の標準ＪＴ－Ｑ９３１理由

表示は、＃２９“ファシリティ拒否”である。

　呼設定が閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連しない理由のため呼損となる場合、“基本サービス

失敗”を表示したリターンエラーコンポーネントを入れたファシリティ情報要素が発信ユーザに返

される最初の切断復旧メッセージに含められる。使用される標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示は、その

呼損を起こした理由によって決定される。しかしながら、たとえリターンエラーコンポーネントを

入れたファシリティ情報要素が発信ユーザへの最初の切断復旧メッセージに含まれていないとして

も、その端末は通常の切断復旧をし、継続しオペレーションを廃棄する。

　閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連した理由及び閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連しない理由

の両方の理由により呼損となる可能性がある。この場合、リターンエラーコンポーネントは表５－

１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕と表５－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕によって定義された表示を含むが標

準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示は、呼損を起こした閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連しない理由に

よって決定される。

(b) 　暗黙的な閉域接続（ＣＵＧ）サービス要求

　閉域接続（ＣＵＧ）サービス契約発信ユーザが発呼する「呼設定」（SETUP）メッセージの中に

インボークコンポーネントを含めない場合（たとえば優先ＣＵＧファシリティを利用するために）、

5.2.2.1.1 節の a）の手順が以下の例外と共に適用される。
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(l) 　発側または着側の網が閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連する理由のためにその呼を継続する

ことができないならば、網は以下に示す標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示を使って呼の切断復旧を開

始する。

－＃８７“ユーザはＣＵＧメンバでない”

明白な要求手順においてリターンエラー値が＃２０“ユーザはＣＵＧメンバでない”の場合に

使用される。

－＃２９“ファシリティ拒否”

その他の閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関係する理由のすべての場合に使用される。

(2)　純粋に閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連しない理由のため呼損となるとき、発信ユーザには

“基本サービス失敗”の表示は提供されない。

5.2.2.1.2　閉域接続（ＣＵＧ）サービス非契約ユーザからの発信呼

　発信ユーザが発呼する「呼設定」（SETUP）メッセージの中にＣＵＧ呼インボークコンポーネントを入

れたファシリティ情報要素を含め、かつ発信ユーザが閉域接続（ＣＵＧ）サービスを要求していることを

網が認識できるならば、表５－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕に定義されている適切な表示、すなわち“ユー

ザ未契約”を持つリターンエラーコンポーネントを入れたファシリティ情報要素を発信ユーザに返す最初

の呼切断復旧メッセージに含める。

　発信ユーザがファシリティ情報要素を含めずかつ網が着側の網に関連するチェックの結果によりその呼

を継続できないならば、網はその呼設定を呼損とし、標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示＃８７“ユーザはＣＵ

Ｇメンバでない”で切断復旧を開始する。発信ユーザには閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連する表示は

伝えられない。

　呼設定が閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連しない理由のため呼損となる場合、閉域接続（ＣＵＧ）

サービスに関連する手順は適用されない。

5.2.2.2　中継交換機での動作

　本節はディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）には適用されない。

5.2.2.3　着信側加入者線交換機での動作

　着呼の「呼設定」（SETUP）メッセージの送信から「呼出」（ALERTING）メッセージの受信までにそ

の呼が閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連する理由または関連しない理由のため呼損となるならば、網は

着信ユーザから受信する最初の切断復旧メッセージ中に適切な表示があるリターンエラーコンポーネント

を期待する。呼設定が閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連する理由のために呼損となるならば、リターン

エラーコンポーネントを伝える切断復旧メッセージの中の標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示は通常＃２９

“ファシリティ拒否”である。リターンエラーコンポーネント内の表示は、発信ユーザに返送される。リ

ターンエラーコンポーネントがないものは、着信側の網で閉域接続（ＣＵＧ）サービスに関連しない理由

による呼損とみなされる。

　放送形データリンクを通して送られる「呼設定」（SETUP）メッセージの場合、網は網オプションとし

て 5.2.5.3 節／標準ＪＴ－Ｑ９３１によって保持される標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示と一緒にリターンエ

ラーコンポーネントを保持しても良い。リターンエラーコンポーネントを含む複数の切断復旧メッセージ

を受信した場合、最初の切断復旧メッセージの中に含まれているリターンエラーコンポーネントの中の表

示が発信ユーザに返送される。もし最も優先順位の高い標準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示を持つ切断復旧メッ

セージのいずれもがリターンエラーコンポーネントを含まず、かつ優先順位の低い標準ＪＴ－Ｑ９３１理

由表示を持つ他の切断復旧メッセージがリターンエラーコンポーネントを含むならば、これらのリターン

エラーコンポーネントのいずれの表示も発信ユーザに返送されない。
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表５－１ａ／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側の網におけるＣＵＧチェック

(CCITT Q.955.1)

　本表は、着側の網へ送られる発呼要求種別と発信ユーザへ返される拒否表示種別を決定するのに用いら

れる。

　注－　本表から得られる発呼要求種別は、表５－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕と関連付けられる。

要求された基本サービスに 発信ユーザから受信した「呼設定」（SETUP）中のＣＵＧ情報

対する発信ユーザのＣＵＧ ＣＵＧ呼のインボーク受信

属性 OA 要求なし

CUG ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

あり

OA 要求あり

CUG ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

あり

OA 要求なし

CUG ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

なし

OA 要求あり

CUG ｲﾝﾃﾞｯｸｽ

なし

ＣＵＧ呼の

インボーク

なし

出アクセス

CUG 内

発呼可

CUG 呼

IC=特定 CUG

（注 1）

CUG 呼

IC=特定 CUG

（注 1）

拒否

RE-VAL=#21

拒否

RE-VAL=#21

拒否

Q931-

非許容 CUG 内

発呼禁止

拒否

RE-VAL=#18

拒否

RE-VAL=#18 （注 5） （注 5）

CAUSE=#29

（注 5）

出アクセス

CUG 内

発呼可

CUG 呼

IC=特定 CUG

（注 1）

CUG 呼-OA

IC=特定 CUG

（注 2）

拒否

RE-VAL=#21

非 CUG 呼 拒否

Q931-

呼毎 CUG 内

発呼禁止

拒否

RE-VAL=#18

非 CUG 呼

（注 5） （注 5）

CAUSE=#29

（注 5）

出アクセス

CUG 内

発呼可

CUG 呼-OA

IC=特定 CUG

（注 1）

CUG 呼-OA

IC=特定 CUG

（注 1）

非 CUG 呼 非 CUG 呼 非 CUG 呼

固定 CUG 内

発呼禁止

非 CUG 呼 非 CUG 呼

（注 5） （注 5） （注 5）

優先 CUG 指定 CUG 内

発呼可

CUG 呼

IC=特定 CUG

（注 3）

CUG 呼

IC=特定 CUG

（注 3）

CUG 呼

IC=優先 CUG

拒否

RE-VAL=#21

CUG 呼

IC=優先 CUG

出アクセス

非許容

CUG 内

発呼禁止

拒否（注 4）

RE-VAL=#18

拒否（注 4）

RE-VAL=#18

組合せ禁止

（注 6）

組合せ禁止

（注 6）

組合せ禁止

（注 6）

優先 CUG 指定 CUG 内

発呼可

CUG 呼

IC=特定 CUG

（注 3）

CUG 呼-OA

IC=特定 CUG

（注 3）

CUG 呼

IC=優先 CUG

非 CUG 呼 CUG 呼

IC=優先 CUG

出アクセス

呼毎

CUG 内

発呼禁止

拒否（注 4）

RE-VAL=#18

非 CUG 呼

（注 4）

組合せ禁止

（注 6）

組合せ禁止

（注 6）

組合せ禁止

（注 6）

優先 CUG 指定 CUG 内

発呼可

CUG 呼-OA

IC=特定 CUG

（注 3）

CUG 呼-OA

IC=特定 CUG

（注 3） （注 8）

CUG 呼-OA

IC=優先 CUG

（注 8）

出アクセス

固定

CUG 内

発呼禁止

非 CUG 呼

（注 4）

非 CUG 呼

（注 4）

組合せ禁止

（注 6）

組合せ禁止

（注 6）

組合せ禁止

（注 6）

非ＣＵＧユーザ 拒否

RE-VAL=#0

拒否

RE-VAL=#0

拒否

RE-VAL=#0

拒否

RE-VAL=#0

非 CUG 呼

（注 7）
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表５－１ｂ／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側の網におけるＣＵＧチェック

(CCITT Q.955.1)

用語：

ＯＡ －　出アクセス

ＩＣ －　ＣＵＧインタロックコード

ＲＥ －　リターンエラーコンポーネント

ＲＥ－ＶＡＬ 　　－　リターンエラー値

ＲＥ－ＶＡＬ ＃０　　－　ユーザ未契約

ＲＥ－ＶＡＬ ＃１６　－　存在しないＣＵＧインデックス

（無効または未登録ＣＵＧインデックス）

ＲＥ－ＶＡＬ ＃１７　－　要求基本サービスはＣＵＧの制限を侵害

ＲＥ－ＶＡＬ ＃１８　－　ＣＵＧ内発呼禁止

ＲＥ－ＶＡＬ ＃２１　－　発信呼の情報と加入者クラスの不一致

Ｑ．９３１－ＣＡＵＳＥ ＃２９　－　ファシリティ拒否

　注１－　要求された基本サービスに対してＣＵＧインデックスとＣＵＧインタロックコードが適合して

いると仮定する。適合しないときは、

－　ＣＵＧインデックスは存在するが、要求された基本サービスに適切でない場合、呼はリターン

エラー値＃１７で拒否される。

要求された基本サービスがどのＣＵＧにも該当しない場合を含むことを注釈する。

－　ＣＵＧインデックスが存在しないとき、呼はリターンエラー値＃１６で拒否される。

　注２－　要求された基本サービスに対してＣＵＧインデックスとＣＵＧインタロックコードが適合して

いると仮定する。適合しないときは、

－　ＣＵＧインデックスは存在するが、要求された基本サービスに適切でない場合、呼は非ＣＵＧ

呼として継続される。

要求された基本サービスがどのＣＵＧにも該当しない場合を含むことを注釈する。

－　ＣＵＧインデックスが存在しないとき、呼はリターンエラー値＃１６で拒否される。

表５－１c ／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側の網におけるＣＵＧチェック

(CCITT Q.955.1)

　注３－　要求された基本サービスに対してＣＵＧインデックスとＣＵＧインタロックコードが適合して

いると仮定する。適合しないときは、

－　ＣＵＧインデックスは存在するが、要求された基本サービスに適切でない場合、呼はリターン

エラー値＃１７で拒否される。

－　ＣＵＧインデックスが存在しないとき、呼はリターンエラー値＃１６で拒否される。

　注４－　ＣＵＧインデックスが優先ＣＵＧと一致したとき、この組合せはオプションデータ内で禁止さ

れる。即ち、優先ＣＵＧではＣＵＧ内発呼禁止オプションを割り付けることはできない。

　注５－　要求された基本サービスがどのＣＵＧにも該当しない場合を含む。

　注６－　この組合せはオプションデータ内で禁止される。即ち、優先ＣＵＧではＣＵＧ内発呼禁止オプ

ションを割り付けることはできない。

　注７－　これは、閉域接続（ＣＵＧ）サービスに加入していないユーザが非ＣＵＧ呼を行なう通常の場

合を表している。
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表５－１ｄ／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側の網におけるＣＵＧチェック

(CCITT Q.955.1)

　注８－　優先ＣＵＧと固定許容の出アクセスオプションは、いずれかのインボークコンポーネントを

「呼設定」（SETUP）メッセージに含めることなく要求できることを意味する。

ユーザが両方のオプションに加入していた場合、網はユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ

でどちらのオプションをインボークしているのかを認識できない。

　３種類の実施方法が推奨される。

(1)　ユーザは出アクセス呼を設定しようとする場合、それを指示しなければならない。情報

（ＣＵＧ要求か、発信呼要求）が与えられない場合、優先ＣＵＧと仮定される。

(2)　このオプションの組合せを許容しない。即ち、ユーザは同時に両方のオプションを割り

付けられない。

(3)　発呼後、網は優先ＣＵＧと出アクセス要求ありとして呼をルーティングする。そのため、

着番号が優先ＣＵＧの加入者か、異なったＣＵＧの加入者で入アクセスを持っているか、

または非ＣＵＧユーザであれば呼は接続される。

(1)のオプションの場合、送信先の網へ送られる発呼要求種別は（ＣＵＧインタロックコード

＝優先）のＣＵＧ呼である。

(2)のオプションの場合、オプションの組合せは許容されない。

(3)のオプションの場合、送信先の網へ送られる発呼要求種別は（ＣＵＧインタロックコード

＝優先）、ＯＡ要求ありのＣＵＧ呼である。

　上記オプションの選択は国内オプションである。

ＴＴＣ注－　ＴＴＣ標準として、 (3)を選択する（参考 2.1 (l) (b)）。
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表５－２ａ／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　着側の網におけるＣＵＧチェック

(CCITT Q.955.1)

　本表は、着信ユーザへ送られた発呼要求種別と発信ユーザへ返される拒否表示種別を決定するのに用い

られる。

網からの M 要求基本サービスに対する着信ユーザのＣＵＧ属性 非ＣＵＧ

ＣＵＧ表示 or 入アクセス非許容 入アクセス許容 ユーザ

種別 NM ＣＵＧ内

着呼可

ＣＵＧ内

着呼禁止

ＣＵＧ内

着呼可

ＣＵＧ内

着呼禁止

ＣＵＧ呼

M ＣＵＧ呼 拒否

RE-VAL=#19

ＣＵＧ呼 拒否

RE-VAL=#19 拒否

出アクセス

表示なし NM

拒否

RE-VAL=#20

（注１）

 拒否

 RE-VAL=#20

（注１）

RE-VAL=#20

ＣＵＧ呼

M OA 要求あり

ＣＵＧ呼

拒否

RE-VAL=#19

OA 要求あり

ＣＵＧ呼

非ＣＵＧ呼

非ＣＵＧ呼

出アクセス

表示あり NM

拒否

RE-VAL=#20

（注１）

非ＣＵＧ呼

（注２）

非ＣＵＧ呼 －

拒否

RE-VAL=#20

（注２）

非ＣＵＧ呼

（注２）

非ＣＵＧ呼

（ 注３）

用語：

Ｍ　－要求されたサービスに対してＣＵＧインタロックコードとＣＵＧインデックスが一致している。

ＮＭ－要求されたサービスに対してＣＵＧインタロックコードとＣＵＧインデックスが一致していない。

表中の用語：

ＣＵＧ呼 －「呼設定」（SETUP）メッセージのインボークコンポーネントはＣＵＧインデッ

クスを含むが、出アクセスを要求しない。

ＯＡ要求ありＣＵＧ呼－「呼設定」（SETUP）メッセージのインボークコンポーネントはＣＵＧインデッ

クスを含み、出アクセスを要求する。

非ＣＵＧ呼 －「呼設定」（SETUP）メッセージにインボークコンポーネントは存在しない。

ＩＣ－ＣＵＧインタロックコード

ＲＥ－発信ユーザへ返されるリターンエラーコンポーネント

ＯＡ－出アクセス
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表５－２ｂ／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　着側の網におけるＣＵＧチェック

(CCITT Q.955.1)

ＲＥ－ＶＡＬ －　リターンエラー値

ＲＥ－ＶＡＬ ＃１７ －　要求基本サービスはＣＵＧの制限を侵害

ＲＥ－ＶＡＬ ＃１９ －　ＣＵＧ内着呼禁止

ＲＥ－ＶＡＬ ＃２０ －　ユーザはＣＵＧメンバでない

　注１－　着信ユーザのＣＵＧインタロックコードが存在しないためＣＵＧが適合しないと仮定する。Ｃ

ＵＧインタロックコードは存在するが、要求された基本サービスに適当でない場合、呼はリター

ンエラー値＃１７で拒否される。

要求された基本サービスがどのＣＵＧにも該当しない場合を含むことを注釈する。

　注２－　要求された基本サービスがどのＣＵＧにも該当しない場合を含む。

　注３－　閉域接続（ＣＵＧ）サービスに加入していないユーザが非ＣＵＧ呼を受けた通常の場合を表し

ている。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング（ＣＷ）

　相互作用なし。

6.2　コールトランスファ（ＣＴ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.3　接続先番号通知（ＣＯＬＰ）

　相互作用なし。

6.4　接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

　相互作用なし。

6.5　発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

　相互作用なし。

6.6　発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

　相互作用なし。

6.7　閉域接続付加サービス（ＣＵＧ）

　関連なし。

6.8　会議通話（ＣＯＮＦ）

　現時点では、適用される相互作用はない。
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6.9　ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

　ユーザがダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）付加サービスにも加入していたとき、閉域接続（ＣＵＧ）

付加サービスは、網が認識できるＩＳＤＮ番号の一部、またはそのアクセスに有効なデフォルト番号を基

準にして提供される。しかしながら、閉域接続（ＣＵＧ）付加サービスへの加入はＤＤＩ番号毎に有効と

するのではなく、アクセスまたはアクセス群で適用できるＤＤＩメンバの全ての範囲に基づかなければな

らない。

6.10　着信転送系サービス

6.10.1　ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

　相互作用なし。

6.10.2　無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

　相互作用なし。

6.10.3　無制限着信転送（ＣＦＵ）

　相互作用なし。

6.10.4　呼毎着信転送（ＣＤ）

　相互作用なし。

6.11　代表（ＬＨ）

　相互作用はＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９５２．６に記述されている。

6.12　三者通話（３ＰＴＹ）

　相互作用はＣＣＩＴＴ勧告Ｑ．９５４．２に記述されている。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

6.13.1　サービス１

　相互作用なし。

6.13.2　サービス２

　相互作用なし。

6.13.3　サービス３

　相互作用なし。

6.14　複数加入者番号付加サービス（ＭＳＮ）

　発側着側双方において各々のＩＳＤＮ番号に別々の閉域接続（ＣＵＧ）サービスを提供することが可能

でなければならない。

　発信端末がそのＭＳＮを認識しないとき、発側の網によってデフォルト番号を割り付けたＣＵＧ属性が

適用されなければならない。

　受動バスがＣＵＧの完全性を確保するのはＣＵＧマネージャの責任である。
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6.15　保留サービス（ＨＯＬＤ）

　相互作用なし。

6.16　課金情報通知（ＡＯＣ）

　相互作用なし。

6.17　サブアドレス（ＳＵＢ）

　相互作用なし。

6.18　端末移動

　相互作用なし。

6.19　話中時再呼び出し（ＣＣＢＳ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

6.20　悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

　現時点では、適用される相互作用はない。

７．他網との相互作用

7.1　公衆網との相互作用

　２つの網の間に共通線信号方式 No.7 リンクが存在する場合、ＣＵＧインタロックコードが両側の網を

通じて唯一となるには、相互契約が必要である。

　ＣＵＧインタロックコードの一部は、既にコードが割り当てられている国を識別していることを注釈す

る。

　共通線信号方式 No.7 網が閉域接続（ＣＵＧ）サービスを提供していない網（例えば、アナログ網）と

インタワークする場合、ゲートウェイは、非ＣＵＧ呼及び出アクセス要求しているＣＵＧ呼を通常呼とし

て扱う。後者の場合、ＣＵＧインタロックコードは廃棄され、発側の網には特別な通知は何も返送されな

い。

　ＣＵＧ呼（出アクセス要求のない）の場合、ゲートウェイはその発呼要求を拒否する。発信ユーザに返

送されるリターンエラーコンポーネント内の表示は、“ユーザがＣＵＧメンバでない”となり、通常、標

準ＪＴ－Ｑ９３１理由表示＃２９“ファシリティ拒否”となる。

7.2　私設ＩＳＤＮとの相互作用

　公衆網ＣＵＧがアクセスにより私設網ＣＵＧと相互作用する場合、ＣＵＧユーザのために準備された

ゲートウェイ（例えばＰＢＸ）において、２つのＣＵＧドメイン間をマッピングすることにより、連結し

たＣＵＧドメインを１つのＣＵＧとして認識することができる。

　このような環境のもとでは、アクセスはＣＵＧの目的のためのノード内リンクとして振るまわなければ

ならない。

　私設網ＣＵＧドメインを持つ私設網が発側の網の場合、閉域接続（ＣＵＧ）サービスが要求されるとき

は常に公衆ＣＵＧインデックスが、「呼設定」（SETUP） メッセージの中に表示されなければならない。

これにより私設網は、公衆ＣＵＧの失敗または着信側私設ＣＵＧの失敗を示す適切な表示を受け取ること

ができる。
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　従って、私設網が発側の網で公衆ＣＵＧドメインとの相互作用を予期する場合は、明示的な閉域接続

（ＣＵＧ）サービス要求のみを使用しなくてはならない。

　私設網が着側の網の場合は、特別な手順は必要としない。
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８．信号フロー

　以下の例はＣＵＧ情報及びそれらのＣＵＧ関連内容を運ぶメッセージのみ示している。そうでなければ、

基本呼制御が適用される。

表８－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　図の略語

 (CCITT Q.955.1)

ＦＡＣ ：ファシリティ情報要素 ＣＩ：ＣＵＧインデックス

CUG-CL-INV：ＣＵＧ呼インボーク ＯＡ：出アクセス表示

ＲＥ ：リターンエラー
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図８－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側及び着側の網でＣＵＧチェック

 (CCITT Q.955.1) に成功した場合

図８－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　着側の網でＣＵＧチェックに失敗した場合

 (CCITT Q.955.1)

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

呼設定受付

呼出

応答

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

呼出

応答

応答確認

着信発信

ユーザユーザ 網

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

呼設定受付

切断〔FAC （RE）〕

着信発信

ユーザユーザ 網
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図８－３／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側の網でＣＵＧチェックに失敗した場合

(CCITT Q.955.1)

　注－　着信ユーザに対しては、ポイント・ツー・ポイント形態を想定している。

図８－４／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　発側の網及び着側の網でＣＵＧチェックに

(CCITT Q.955.1) 成功し、着信ユーザ側で失敗した場合

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

解放完了〔FAC （RE）〕

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

呼設定受付

切断〔FAC （RE）〕

着信発信

ユーザユーザ 網

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

呼設定受付

切断〔FAC （RE）〕

呼設定〔FAC （CUG-CL-INV,OA,CI）〕

解放完了〔FAC （RE）〕

着信発信

ユーザユーザ 網

着信発信

ユーザユーザ 網
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９．パラメータ値（タイマ）

　閉域接続（ＣＵＧ）サービスに対して付加的なタイマは定義されない。

10．動的記述（ＳＤＬ）

　ＳＤＬ記述を、図１０－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕および図１０－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕に示す。

　図１０－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕および図１０－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕に、発側および着側の網

におけるＣＵＧプロセスのＳＤＬ記述をそれぞれ示す。

　ＣＵＧプロセスは、呼制御プロセスの拡張としてモデル化される。呼制御プロセスとＣＵＧプロセスの

間では、プリミティブにより情報のやり取りができる。

　呼制御プロセスは、ＣＵＧプロセスに対して呼制御イベントやパラメタを送り、ＣＵＧプロセスからの

指示を待つ。ＣＵＧプロセスからのプリミティブは以下の２種類に分けられる。

(a) 継続　－　継続プリミティブは、呼制御プロセスが先に進むことを促すが、呼の確立や切断復旧

の呼制御の流れを変えることはない。ＣＵＧプロセスから呼制御に対して付加的な指示が提供さ

れることもある。例えば、

通常　－　呼制御に対して付加的な指示なし。

適用チェック　－　呼制御に、適切なＣＵＧチェックの実行を要求する。

（ステージ２記述のファンクショナルエンティティ　ＦＥ３「出側ＣＵＧ制御」およびＦＥ

５「入側ＣＵＧ制御」は、ステージ３記述の「ＣＵＧプロセス」としてはモデル化されない

ことを注釈する。）

リターンエラー値　－　呼制御に、発信ユーザへの最初の呼切断復旧メッセージ中に、示さ

れた値を備えたＣＵＧ呼リターンエラーコンポーネントを含む事を要求する。

(b) 呼切断復旧　－　呼切断復旧プリミティブにより、呼の制御は呼の確立から、ＣＵＧプロセスに

よってもたらされる付加的な情報を用いた、適切な呼切断復旧手順へと移行する。
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図１０－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　ＣＵＧプロセス　－　発信（網側）

(CCITT Q.955.1)

ＣＵＧ

空

発　呼

（呼設定）

着ユーザ

「応答」

着ユーザ

「呼出」

呼　損

（理由表示）

継続（通常）ＣＵＧ契約
？

呼　損

（理由表示）

Y

継　続

（適用チェック）

Y

継　続

（ＲＥ値）

Y

継　続

（理由表示＃87）

ＣＵＧ

空

ＣＵＧ

空

ＣＵＧ

空

ＣＵＧ

空

ＣＵＧ

出接続

N

明白
なｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ

？

ＣＵＧ
に関連する理由

？

明白
なｲﾝﾎﾞｹｰｼｮﾝ

？

N

エラー値＝＃20
？

Y

エラー値＃０

を設定

Y

エラー値への

理由マッピング

N

エラー値＃８

を設定

呼切断復旧

（ＲＥ値）

Ｎ

継続（通常）

継続（通常）

N

継続（通常）

着ユーザ

「応答」

着ユーザ

「呼出」
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図１０－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　ＣＵＧプロセス　－　着信（網側）

 (CCITT Q.955.1)

ＣＵＧ

空

ＣＵＧ

空

ＣＵＧ

着　呼

ＣＵＧ

空

着　呼
「呼設定」
（ＣＵＧ）

ＲＥ
コンポーネント

含む？

着　呼
「呼設定」
（非ＣＵＧ）

継　続

（適用チェック）

着　呼
「呼設定」

（ＣＵＧ＋ＯＡ）

着ユーザ

「呼出」

着ユーザ

「応答」

呼　損

（理由表示）

継続（通常）

ＣＵＧ

空

継続（通常）

継続（通常）

着ユーザ

「呼出」

着ユーザ

「応答」

呼　損

（理由表示）

Y

理由表示値への
エラー
マッピング

N

継続（通常）

継　続

（理由表示）
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付属資料　Ａ

（ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕に対する）

コーディングへの要求条件のダイヤグラム記述

　本付属資料は、以下のコンポーネントの詳細なコーディング例を与える。

－インボークコンポーネント

－リターンエラーコンポーネント

　注－　このコンポーネントの正式な記述はこの標準の４章で定義されており、この付属資料と内容の食

い違いがある場合には、その章の記述を優先する。本構造とコーディングは一例を示してあるのみ

であり、適正なコーディングの全範囲は４章の正式な定義の中で与えられる。
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Ａ．１　インボークコンポーネント

付図　Ａ－１／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　インボークコンポーネントのコーディング例

(CCITT Q.955.1)

10000001　ｺﾝﾃｸｽﾄ特有,ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ,1

00000001

11111111　真　　 （BOOLEAN を意味する）
00000000　偽

10100001　ｺﾝﾃｸｽﾄ特有,ｺﾝｽﾄﾗｸﾀｰ,1

00001111 （例）

00000010　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ,ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ,2（INTEGER）

00000001

xxxxxxxx　ｲﾝﾎﾞｰｸ 識別子値

00000010　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ,ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ,2（INTEGER）

00000001

00000010　CUG 呼

00110000　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ,ｺﾝｽﾄﾗｸﾀｰ,16（SEQUENCE）

00000111 （例）

10000010　ｺﾝﾃｸｽﾄ特有,ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ,2

00000010 （例）

xxxxxxxx
（INTEGER を意味する）

xxxxxxxx

インボークコンポーネントタイプ

インボークコンポーネント長

インボークコンポーネント内容：

インボーク識別子タイプ

インボーク識別子長

インボーク識別子内容

オペレーションタイプ

オペレーション長

オペレーション内容

シーケンスタイプ

シーケンス長

シーケンス内容：

出アクセス要求タイプ

出アクセス要求長

出アクセス要求内容

ＣＵＧインデックスタイプ

ＣＵＧインデックス長

ＣＵＧインデックス内容

ＣＵＧインデックス内容
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Ａ．２　リターンエラーコンポーネント

付図　Ａ－２／ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕　リターンエラーコンポーネントのコーディング例

(CCITT Q.955.1)

10100011　ｺﾝﾃｸｽﾄ特有,ｺﾝｽﾄﾗｸﾀｰ,3

00000110

00000010　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ,ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ,2（INTEGER）

00000001

xxxxxxxx　ｲﾝﾎﾞｰｸ識別子値

00000010　ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ,ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ,2（INTEGER）

00000001

00000000 ( 0) ユーザ未契約
00001000 ( 8) 基本サービス失敗
00010000 (16) 存在しないＣＵＧｲﾝﾃﾞｯｸｽ

（無効または未登録 CUG ｲﾝﾃﾞｯｸｽ）
00010001 (17) 要求基本サービスはＣＵＧ

の制限を侵害
00010010 (18) ＣＵＧ内発呼禁止
00010011 (19) ＣＵＧ内着呼禁止
00010100 (20) ユーザはＣＵＧメンバでない
00010101 (21) 発信呼の情報と加入者クラスの不一致
上記以外予約済。

ﾘﾀｰﾝｴﾗｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄﾀｲﾌﾟ

ﾘﾀｰﾝｴﾗｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ長

ﾘﾀｰﾝｴﾗｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ内容：

インボーク識別子タイプ

インボーク識別子長

インボーク識別子内容

エラータイプ

エラー長

エラー内容
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略号リスト（標準ＪＴ－Ｑ９５５〔Ⅰ〕内で使用した）

CUG Closed User Group 閉域接続付加ｻｰﾋﾞｽ／閉域接続ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ISDN Integrated Services Digital Network サービス総合ディジタル網

DSS1 Digital Subscriber Signalling System No.1 ディジタル加入者線信号方式 No.1

ASN.1 Abstruct Syntax Notation １ 抽象構文記法１

SDL Specification and Description Language 仕様記述言語
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付録 ＪＴ－Ｑ９５０シリーズＴＴＣ標準用語対照表

英　　　　　　語 ＴＴＣ標準用語

number of waiting calls 待機中の呼数

numbering plan field 番号計画識別

operational requirement 動作上の要求条件

originating local exchange 発信側加入者線交換機

originating network side 発側の網

originating user-network interface 発ユーザ・網インタフェース

other private systems その他の私設網

outgoing access 出アクセス

outgoing calls barred within CUG ＣＵＧ内発呼禁止

particular call 特定の呼

preferential CUG 優先ＣＵＧ

prior arrangement 事前契約

private installation 私設設備

provision/withdrawal サービス提供／取消し

requirement 要求条件

reserve リザーブ

screening function 網検証機能

screening indicator value 網検証識別子

served user サービス対象ユーザ

service provider サービス提供者

special marks 特別契約あり

specific terminology 特殊用語

Subaddressing サブアドレス（ＳＵＢ）

subject 対象

subscription agreement 加入契約

subscription option 加入契約オプション

subset サブセット

Terminal Portability 端末移動
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付録 ＪＴ－Ｑ９５０シリーズＴＴＣ標準用語対照表

英　　　　　　語 ＴＴＣ標準用語

terminating interface 着側のインタフェース

terminating network 着側の網

Three-Party Service 三者通話（３ＰＴＹ）

User-to-User Singalling ユーザ・ユーザ情報転送（ＵＵＳ）

violate 侵害する

waiting call 待機中の呼

Connected Line Identification Restriction 接続先番号通知制限（ＣＯＬＲ）

connected party subaddress 接続先サブアドレス

Conference Calling 会議通話（ＣＯＮＦ）

correlation 相互関係

CUG index ＣＵＧインデックス

CUG interlock code ＣＵＧインタロックコード

CUG manager ＣＵＧマネージャ

CUG only service ＣＵＧ内サービス

CW notification コールウェイティング通知

default number デフォルト番号

destination local exchange 着信側加入者線交換機

destination user-network interface 着ユーザ・網インタフェース

digit sequence 番号列

Direct Dialling-In ダイレクトダイヤルイン（ＤＤＩ）

DSS1 ディジタル加入者線信号方式 No.1

dynamic description 動的記述

explicit 明示的な

failure 呼損

general description 概要

generic address ジェネリックアドレス

IE 情報要素

incoming access 入アクセス
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付録 ＪＴ－Ｑ９５０シリーズＴＴＣ標準用語対照表

英　　　　　　語 ＴＴＣ標準用語

incoming calls barred within CUG ＣＵＧ内着呼禁止

ISDN number ＩＳＤＮ番号

Line Hunting 代表（ＬＨ）

Malicious Call Identification 悪意呼通知（ＭＣＩＤ）

Multiple Subscriber Number 複数加入者番号付加サービス（MSN）

network provided 網記入

no impact 影響なし

none designated 指定なし

no significance 無意味

not allowed 非許容

number of B-channel per interface インタフェース毎のＢチャネル数

number of B-channel per ISDN number ＩＳＤＮ番号毎のＢチャネル数

number of calls 呼数

addressing capacity アドレス容量

Administration サービス提供者

administrative reasons サービス提供者の理由

Advice of Charge 課金情報通知（ＡＯＣ）

allowed per call 呼毎許容

allowed permanently 固定許容

arrangement 契約

assumptions made about the terminal 想定端末

audible inband indication 可聴インバンド情報

called user 着信ユーザ

called party subaddress 着サブアドレス

Call Deflection 呼毎着信転送（ＣＤ）

Call Forwarding Busy ビジー時着信転送（ＣＦＢ）

Call Forwarding No Reply 無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）

Call Forwarding Unconditional 無制限着信転送（ＣＦＵ）
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付録 ＪＴ－Ｑ９５０シリーズＴＴＣ標準用語対照表

英　　　　　　語 ＴＴＣ標準用語

Call Hold 保留サービス（ＨＯＬＤ）

Calling Line Identification Presentation 発信者番号通知（ＣＬＩＰ）

Calling Line Identification Restriction 発信者番号通知制限（ＣＬＩＲ）

calling party number 発番号

calling party subaddress 発サブアドレス

calling user 発信ユーザ

calling user notification of waiting call 発信ユーザへの待機中通知

call originating 発信呼

call terminating 着信呼

Call Transfer コールトランスファ（ＣＴ）

Call Waiting コールウェイティング（ＣＷ）

call waiting service コールウェイティングサービス

call waiting subscription コールウェイティング契約

CCITT Recommendation E.164 勧告Ｅ．１６４

CCITT Recommendation Q.931 標準ＪＴ－Ｑ９３１

Closed User Group 閉域接続付加サービス（ＣＵＧ）

ＣＵＧ

compatibility checking 整合性の検証

Completion of Calls to Busy Subscriber 話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）

Connected Line Identification Presentation 接続先番号通知（ＣＯＬＰ）


	　　



